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大学院博士後期課程
担当科目

通信教育部担当科目 ・観光論

　【学内活動】
（学内職歴を含む）

全学教務委員、文学部教務委員長、大学院委員会委員、居合道サークル顧問、サーク
ル・旅と鉄道顧問、ソフトボールサークル顧問

専門分野

所属学会

研究課題

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】

地理学科３年次ゼミでは、野外巡検にあたり報告書『札幌巡検報告書－札幌市とその周
辺の地域調査－』（三木ゼミ調査法・野外研究調査報告書第18号,2016年)の企画・指
導・引率を行ったが、今年度は受講生の積極的執筆のおかげで、2年ぶりに編集・発行
することができた。その他：関西大学文学部(前期：歴史地理学担当)、関西大学大学院
文学研究科博士課程前期(後期：歴史地理学研究Ｂ担当)に各々出講した。

【委員等】愛知県史調査執筆委員、(社)全国樺太連盟「樺太の歴史」執筆委員
【学会役員等】人文地理学会会計常任理事(2017年10月まで)・同理事(17年11月～)、
歴史地理学会評議員、鉄道史学会会計監査(17年10月まで)・同編集理事(17年11月～)
【市民講座等】宇治市歴史資料館特別展歴史講座(10月)

関西大学大学院文学研究科博士課程後期課程中退

関西大学博士(文学)

歴史地理学・交通地理学、植民地鉄道史・写真史

最終学歴

　【研究上の特記事項】

【競争的資金獲得】平成28～32年度日本学術振興会科学研究費補助金基盤研究（Ｃ）
「『満州国』期における満鉄の輸送と地域変容」(研究代表者)、平成25～28年度前同基
盤研究(Ａ)「帝国日本の移動と動員」(研究代表者：大阪大学客員研究員　今西一、研
究分担者)、平成25～28年度前同「サハリン(樺太)島における戦争と境界変動の現代
史」(研究代表者：北海道大学名誉教授　原暉之、研究分担者)
【公費による海外調査】中華人民共和国：遼寧省・吉林省(8月21～27日)／ロシア連
邦：ニコラエフスク市・ハバロフスク市(9月3日～8日)

平　成　28　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

日本地理学会、人文地理学会、歴史地理学会、奈良地理学会、社会経済史学会、経営史学会、日
本産業技術史学会、地方史研究協議会、北海道東北史研究会、交通史学会、鉄道史学会、日本植
民地研究会

「満洲」における植民地輸送史の研究
近代日本の地理写真史の研究

大学院修士課程
担当科目
（博士前期課程含）

・途上地域特論(通年)
・地誌学演習Ⅰ(通年)
・地誌学演習Ⅱ(通年)
※上記のうち「地誌学演習Ⅰ・Ⅱ」は受講者なしにつき
「不開講」

授業科目

学部担当科目

・地理学講読・調査法(八)（通年）
・地理学演習(八)（通年）
・地理学卒業演習(八)（通年）
・交通地理学(前期)
・地理学特殊講義(六)（後期）
・日本地誌Ⅰ(前期)
・日本地誌Ⅱ(後期)
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2016年 6月

歴史地理学会『歴史
地理学』第58巻3号

第59回歴史地理学
会大会(自由論題報
告　於・城西大学)

木村茂光・安田常
雄・白川部達夫・宮
瀧交二編『日本生活
史辞典』吉川弘文館

愛知県史編さん委員
会編『愛知県史　通
史編6　近代1』愛知
県

愛知県史編さん委員
会編『愛知県史　通
史編7　近代2』愛知
県

原暉之・天野尚樹編
著『樺太四〇年の歴
史―四〇万人の故
郷』全国樺太連盟

2016年10月

2017年3月

2017年3月

2017年3月

鉄道史学会『鉄道史
学』第34号

Geographical
Review of Japan
series B Vol. 88
(2015)  No. 2

日本地理学会『地理
学評論』第89巻5号

2016年12月

Sep.2016

2016年9月

2016年 6月

『安奉線改築工事材料輸送顛末』な
どを用いて、その改築工事と資材輸
送を解明した

「日露戦後の環日本海地域における
樺太」(原暉之編『日露戦争とサハ
リン島』北海道大学出版会,2011年)
の内容を、IGC京都地域会議で報告
し、それを英文ノートとして投稿し
たもの

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名

称

発行又は
発表の年月

単著､
共著
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概　　　　　　　要

（学術論文）

（著書）

著書､学術論文等の名称

研究業績[著書、学術論文等]

愛知県史・通史編の大正期につい
て、交通運輸関係を分担執筆

「満洲国」期の満鉄輸送のうち、農
産物輸送の状況を空間支配の拡大と
の関係について論じた

1920年代の満鉄の旅客輸送の実態を
漢人出稼者輸送との関係で論じた

①満鉄安奉線改築工事とそ
の資材輸送

②A Study of Karafuto in
the Sea of Japan Rim
Regions after the Russo-
Japanese War by
Considering Reports of
the Vocational Inspection
Team from Niigata
Prefecture, Japan

当該辞典の交通関係事項の分担執筆

愛知県史・通史編の明治期につい
て、交通運輸関係を分担執筆

④「満洲国」期の農産物鉄
道輸送―満鉄の路線拡大と
の関わりに注目して―

③1920年代南満洲鉄道の旅
客輸送―漢人出稼者輸送と
の関係を中心に―

「満洲国」期の満鉄輸送のうち、農
産物輸送の状況を空間支配の拡大と
の関係について論じた

（学会発表）

①オートバイほか 9項目

③第2章第3節
中央本線の開通と地域の対
応

樺太通史のうち一部分を分担執筆

（その他）

②第2章第4節
明治前期の流通と金融―道
路制度の改変
第5章第7節
産業基盤の整備と商品流通
―官設鉄道の開業・私設鉄
道の計画・軌道の増加・岡
崎市をめぐる「鉄道忌 避」
伝説

④第三章　炭鉱で生きる人
びと、1925～36年
第五章　平時から戦時へ、
1937～45年(二)戦時下の樺
太社会第二節戦時下におけ
る「孤島化」

①「満洲国」期の農産物鉄
道輸―空間支配の変化に関
連し
て―


